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謝辞

皆様方のおかげで今回と次回の
PSWGのメンバーとして会議に参加
させていただけることになりました。
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出席目的

WHOIS検索議論に関する現状把握

WHOIS検索議論への法執行機関
の考え方把握
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出席結果（PSWG部分）

・３月１１日及び１２日（２日間）

・クロスコミュニティセッション
（GDPR＆WHOISコンプライアンスモデル）

・中東地区作業部会
・PSWG作業部会
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失敗したこと

・セッション参加だけの日程を組んだ
→セッション前に議論が進行
→追加セッションが急遽開催

・ネット環境未対応でのセッション参加
→ネットで発言記録が確認可能
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成功したこと

・法執行機関の参加者判別
→（故意に）参加登録していない者の存在確認
→Oｆｆ-Site Meetingの存在
→連携構築（~現在）

・発表者への修正伝達
→APWGに関する内容修正指摘
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でも、５月２５日以降、どうなるかわからない
ことが、わかりました。例えば、

・中間モデル（案）が未合意（早くとも今年末？）。

・中間モデル（案）のDPA承認プロセスが不明。

・「合法的な第三者」の承認モデルが未定。

・保護対象データへの技術的アクセス手段が未定。
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それで、

・GACは７項目のコミュニケを発出しました。

・GACは”Plan B”の発出を考えています。

・”Plan B”の作成に法執行機関の者がいます。

・EU各国は「法執行機関リスト」の作成をすでに
開始しているとの情報があります。
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